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現代他姓学原論｣(耶37), /.I-ツ不-ン･野付正七訳 ｢地捜学方法論 lをかわきりにウー
ルt･.)ッ･)･イースト｡企崎懸訳 ｢地理等のふ榊 とEI的｣く耶42).,.'ノジ｡西村恭助訳 ｢
ljE紺 色理学｣(昭45.1,ソール.射弘げ ｢地相芋と社会竿L')執三り (附43),ンヨレーーb






ぅOこれまて地地割 恨 者にはややともすると ｢実際の学｣を自負するあまり祭料や情報の席
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未 1- 1 41年度月間丹1純銀人rj衷
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表 1- 2 奈藻中学校卒業生の進路
57 年 58 59 140 41
就職 男 54人 54 50 17 14
女 55 51l 211 19 25
計 69 65 51 5ム 57
追学 罪 8〔) 9占 8占 75 68
女 81 95 99 89 87
象事 輿 4 11 5 2 5女 5 01D0
総 ■計 257 255 240 200 175
表 1-5 就 職 先
57* ･58年 59年 40在 41年
県内 20 18 15 1よ 17











森 田 孝 -
2.集 落 (北舌野村西分の近世村帯について)
























r 部落名 地 名 j#集又比改修の年
中 島 東 早々池 15.97(座長 2)
中 島 酉 院内池 1642(寛永9)
∫I 宮後池 1646(正傑2)
′ 東∫中 島 酉 福本池 (松神池) 1648(康安元)
略谷池 1651( , 4)
矢田谷池 t院内新 :i野 池 -t r. . 1654(乗応5)









表 2 - 2
1590年代 (文枝) 15戸 65人
1690 25 95





































1726年 (-享保 11年)げ,夷島郡で大きな首姓-探 (山中昏動)が起ったが.それよb
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表 2 - 4
･寛 政 5 (1795) 寛 政 11(1779) 文 化 2 (1805)
人 数 男 女dS+52- 118人2--医者1....入社男 74+60= 154 68+44- 152
午 24 疋 24 15
局 1 ー
軒 数 52軒 払持 21 碗持 1d521 27軒 (
無福 1ー 無高 11
村 ~丁璃 214石5斗 9升 5合 205.5.a.4 177●4●7●5
(束雷宗.宗門人放改順.福村継夫氏所蔵)
泰 2-4に示すように 12･5年間に人口比横ばい.軒数比やや減 り,牛馬の数壮減少して
おD.塊家の苦 しさを示す.
田畑畝名寄帳によると (文化 2年)北野村西分の総石高 288･56石
百姓の持高 177･475石






1.5 - 1 2
5反 - 1町 5
5 - 5反 8
5 .-以下 8
上記の如く. 1800年前後の北野村西分の兵家の姿である｡レ､かに零細典葉経常であるか
がわかる0 1戸平均5反余b. 1年収錘米8石｡ 5公 5民として収種高の半分を年貢として上
納したとすると,4石で家族約5人が何もかも生活しをければならなかったとhbことになる｡
文化 2年の ｢京門人簸改削 り 両神右脚 懐 を作れば表 2-6のようになる.｡ 1,
表 2 - d l
持 高 午 家族 1. 家族
蕃右エ門 22石 8斗 5升 2合 2疋 6人 敵兵術 無高 (水帝) 1人
勘十郎 21 8 0d 1 5 専轡 d(音右エ門の名子) 5
反 助 18 1 1 2 1 A 庄 七 ,(京助名子) 5
礎石エ門 17 2 9 4 1 8 三 助 一 一(長二郎名子) 8
辞茂御家 15 7 2 7 1 a 任 七 ▼( . ) 5
長三郎 9 6 4 4 1 4 文 試 ′(農兵両名子) 4
I千右エ門 8 5 5 4 1 a 次郎右エ門 .( , ) 5
長兵循 7 9 5 2 l 7 春 作 〝(審右エ門名子) 2
常 吉 7 7 4 9 1 5 太郎兵術 .(水呑) 1
六右エ門 7 5 ◆6 2 1● 5 正 見 医者 .6
オ五郎 7 2 7 00 4 帝 仙 . . 5
l.勘四郎 6 5 8 7 1 4 主 命 社人 5
助右エ門 5 9 ■2 0 1 4





















とある0 1家族の中に.いわゆる ｢抱 ･門 ･門之者｣と示される評常杓労働力を兄い出すとと
ht出さないが.家来-下人がおb.彼らがそのかbわをしていたことと思う.
門之者のt=HJgl的性格は宗門帳上で主人の家族の一見として扱われ,独立して 1家族とならない









(高 山 琢 三 , 松 本 邦 光 )






























安達清JAは.明治 11年 9月Pl,6･北部良に任ぜ られfCが.その時彼はこの原野に讃目し,
その閉Bを意図した｡そこで明治 15時徳凪社Jtr起し.又同年末失禄士族の救済を自的と
する開成社を創立し,岡山,JA田,詳山,.払取Z)鰭士 1占5名を集め.--人あたb 1.1町









としている. このようか汀.1作中心の方法は.現在の開瀬棚 こも小 てはか凍り見られるもの
でL'39るが,右JT遠にとって報いの｣,7F.:いものであった｡その第-の理由tl.自然発作･- 特



























軌(vjはこしT=役刺は,多くの艶拓蝕乱と大釜なく,当抑 ま入植者への婚 軌 奨助か行,:H加II.が




















入棺動恐別個款 1 前 戟 別 個 教
戦 災 52 工 24
宅空 且 15 商 兼 12
分 家 7 】公掛 軸 町 12







表 5-2 繕 常 面 班 別 El家 戸 数




































































参 考 簸 料
o中国山地 (上) 中国新㈹社

























.. 葬 4- 1 元禄～明治朋の記録 岡山県勝田郡史より ' .
年 元 草 元 -3E 完 文 JL一明
代 禄 保 文 暦 ■ 政 政 治
年月日 五 六 六 一 六 二 画､■五 ■一 二三 五 六 一
七 八 八 八 九 六 七 四 六 七 九 七 十 八●● ●●● ● ●●
八 六 五 六 八 五 四 一
･東 盃 盃 盃 盃 意 志 盃 意 志 意 志 盃 歪 盃
横の大きな広戸風比だいたい5- 6年に-鹿はあると言ってエいたろう.更に比軟的小さ
い広戸風を含める走らは昭和 20年～58年tでのおよそ 10年間において第 2表の大阪




雨の禎音吐稲作は5割減収が 50町歩.5軋以上が 150町歩. 1割以上が 140町渉｡住
表 4-2 広戸風の状況 (昭和 20年- 50年) 大阪管区気象台食料より
年月 日 : 状 況
拭強かつた○
F終日器風雨襲来するC






ll.25風強く窓ガラス破損 2- 5日にわたb降雨をともない停屈す .
25.8.25 風強く窓ガラス破損の程度
水稲.晩生相当の娘等あb
台風キジ了の影鞍を受け 1時とろから5時とろまで風速 20-25汀レ/B 那岐.池
台風ルビーにT_り猛烈を広戸胤を超 し,早味より襲来Li胤 -ゼ,凍ぐ>'等大
半を倒す○
26.7. 2 倉風ケイト通過に上り暴風雨袈丸 .)ンゴ,ナシ等落果,水田冠水家屋床下浸水
相当あb
28.9.25 台風第 15号により猛烈を広戸鼠がかこb家屋の倒班蕗作物の被署甚大 -.











































き捨てるよb手がないと言われ破書総坂は約 4千百余万円にのぼった｡更に 10月 27- 28
日VCは台風54号が四国沖に接近したため今年 2皮目の広戸風が発生し.その規模は昭和40
年 9月 10日の大広戸風に匹敵するものといわれている.約 15時間にわたって強い雨を伴




て全滅に近い被害を受けた｡そして奈乱 勝北両町で家臥 裁作物に総頓 .億 4千万円の被
害が出た｡ しかし峨後最大の広戸風といわれる絹和 28年 9月の台風 15号の時の被苔は第
5表に示す如く今年のそれ上b捷めて大きなものであb広戸風の戦きを示すものであろう｡
表 4-5 昭和 28年 9月25日台風第 15号に上る広戸風の故事(各村役功調套)
区村名分 家 屋 納屋その他 J水和l# 収 果樹の蕃 音 電柱の倒 沸 山林,立木の折 損 そ の 他倒壊 半壊 破損 倒壊 ## 故損
59 405 57 127 550(】 505 40 1700
勝加茂村 0ll 458 - - - 4PD〔】 2 20 1POO
新 野 村 4 4 500 ll ll 500 5400 15 50 5000-走しの落ちたもの550耳豊 田 村 1 5 158 10 0 50 2500 1 - dDOO





































◎ 嘗木地区 ･ Ii..






























更に稲作からたばこ作 りや牧草を作 b酪連に転換 している良家もある｡
◎ 日本原地区
⑦ 風向 奈我山 (北東)より





























































I,7>ごつけていくと.陥 2nl.長さ5〝l位の耶円形の水たせりがあったO (写英 5- 1)





































表6二 1 番 兼業別姓家茂
一種兼菜鹿家 二価兼薬良家 専 業 良 家
S55 皆 木 19-pI (55勅 12戸 (20吟 E 25戸 (45句
S40 〝 25戸 (日 動 22戸 (44年) 5戸 (10吟










- 職員勤務 工場勤務 (恒常的賃労働) 厄 穆ぎ 日雇い人夫 自営 孟十
I-碓氷諮虚家 5戸 1戸 o戸 7 戸 18戸 19声
二種兼業出家 1戸
磯貝勤務 I頓勤務 (恒常的賃労働) 出稼ぎ 日展い人夫 自営 計
I-一種兼薬鼓家 2戸 o戸 o戸 ･ 201コ 1P 25戸













目立つというものではなVl｡昭和 55年に比戟してみると, 5反未満と今までをかった 1.5町
以上の良家が4戸もできたことである0 5反未満の鹿家は24頭から54啓に,つまり姓家の
樺常規模の寄掛化と拡大化が平行してかこっていることにそる｡
衷 8- 5 経営規模別 出家数
5反未満 5--5反 5- 7反 7-10反 1t)～15反 15′-2口反 総兵家数
S55 ム戸 14戸 llJP 0 戸 55戸7戸 15戸






表 6- 4 度産物総売り上げ金額規模別姓家政
販売なし 18万円未満 ■10-19万円 20-29万円.E50-49万円
S55 2口戸 1戸4戸 . 22′コ . 7戸
S40 9戸 9戸
表 6-5 林産物の総売b上げ鹿家敢

































衷 6-6 16-59オで罷工-;㌻班日数 60日以上の虚業就菜人口の員数区分農家
S40年
-人も'なし -人いる家 二人いる家 5人いる家 4人以_上いる家
輿 女 男 2人 男 1人 ･女のみ 男 1人 男 2人
5戸
(福 江 紀 子 )

























と.平均煙管桝地面横は8反 9畝と零細経営で,多くは産糞兵家である｡ 50生, 55年と
表 7-1 奈義町の専 ･兼業別良家故
地 竣 の総世帯数､ 専業 .灘 薫別農家数 合 計専 菓 蘇-碑兼糞 第二種兼業
昭 和 5 0 年 1,809戸 815戸 495戸 199戸 1.509戸
昭 和 5 5 年 1,762 774 476 262 1.512











Bj 畑 柵 園 地 草地 合 計
果樹園 茶園 桑 園 その他
なわれている｡特に麦作の作付転換が多く行なわれているが主幹作物と表D,次の表の通 り稲
作が中心と希っているO
奈蹄町姓作物収入 1位の部門別鹿家教 (単位 戸)






鮒 多くか て トウモロ-ご-ジャガイモ･サツ-イモ･大雪配 れらについて叢嘉 誰
組 てみるとタバコ-告 阜 締 -÷‡言 ,サ トイモ-詰 ･キ-ウリ-# ,ト-




































































































4r1-222 悪 上 敏 夫
41- 25 大 T< 小 夜 子










奈 轟 町 勝 北 町
a家総数 1,556戸A 曲家指数 1,428戸 C
飼輩B 飼滋頭数 A 飼卓t) 飼慈項数 D
£生家数 -×100A 凸家牡 盲 ×100
乳 牛 116戸 5.59頭 8.5/ )-99 555 a,9
･役肉用牛 828 1.158 61.5 819 116占 57.4
欣 51 285 2.5 27 284 1.少
局 10 10 0,1 ll ll 0.1
め ん 草 7 7 U.1 5 5 o■





?? ???? ?? ?? ?










































が 2戸. 1疏飼育が 1戸である｡ この地区忙殺初に乳牛が導入された'のが昭和 50年である｡






































































･ ･ 岩 崎 成





































































































は特記すべきことである｡ しかし. 25戸の内部は北棟 5戸,南保 18戸に分かれている｡




































































































ロ 寺 慨 関 係
この皆木部落は鼻膏宗が主であD.彼等は.英加部 ･西原等の人達と共に檀那寺として
約三首個の機家を持っている安祥寺をあおいでいるoー
















昭和 43年度巡検 レポー ト
写 1-1 改修の進む神代川 (元町付近) 43.7.22.
写 5-2 穴あけの使用
写真 6-1
監 撃 撃 葉 蘭
写真 6-2
写真6-3 写 7-1 ′｣＼足谷に至る山道の石畳
写 7-2
鉄穴残丘 (こまる)
? ? ? ?
青 首 盆 地
(1)哲西盆地と土地利用







Fv､まから2500万年臥 私たちの哲生町壮帝の底にあったO - ･･ コ/ブ｡ワカメが













て同じようにみえるが.それがそうではないのであるo 新生代 ･中生代 ･古生代のものが
_指;副こ,笑にJ(ラエテ ィー に恵んで含せれているのであるo
r-哲西町には石英斑岩 ･_8岩 ･tX3線岩 ･蛇文岩などの火成岩を広く分布するが･それらはほ




如 収 掘されたのもこれら火成岩と古生屑の接触地点であるo｣ (菅平史より)
ここで少しまとめてみると.哲西盆地は大きく次のように分れるo
表 1- 1 ~■ i■･
lb/
IIT.iT
相 対 年 代 絶 対 年 代














いとのことである｡ 当地の初帝が 10月 10日頃,初雪が 11月にはもう障るとVlう関




フ ジ ミ ト リ ワ セ 9月と9入れ 床は悪い






























o 経営土地面頼 表 115
E】 観劇地 畑 経常耕地計 一戸当耕地面概 草 地
占08.8LJa 15.占▲4 157.tl&4 F 7仙 紬 82.1a 525.さん
-52-
0 度 産 物 (昭和 40年産) 衷 1- 4
晶 名 作 付 面 菰 収 棲 丑
水 稲 d T 7 kA 1 9 8 0t
陸 稲 0 D.
小 変 1 5 ヱLl 2 4 t
大 麦 二 条 - -
六 条 7 9ー ん 1 d '7 t.
裸 麦 4 ka 7 t
たば こ 1 日 d 一に 5 9.2■t
か き 0 2 t
(2)産業と交通
州 産 業





0 革菜三大分類別就薬人口 (S4O･10._1現在) 衷 1- 5
総 数 第一次鼻薬 第二次建築 第三次産業
* & 構成比 乗 数 柵成比, 突 放 棉成比
0 鍵菜就業人 口 (840･21) 表 1- 占
総 数 輿 女
-55-･
0 良 家 数 (840.2.1) 表 1- 7
総 数 専 某 虚随主と指摘薬 瀬勅=主と儲







脂和 5年 2月 備中仲代一矢伸助P:三相曲蹄速 くこの三神線工額にあた-ては.競
争入札で40万 1千円で東京鉄道=蔀株式会社に落札してL^る〉


































哲西町の人口 黄 2.- 1 1
世帯数 総人口. 罪 女 一世帯当b人口
明治40年 921 5181 2588 2595 5.65
大正 1 958 5241 2579 2dd2 5.47
5 949 5018 2495 2525 5-28
9 0ー09 4559 4.52
14 0ー07 4868 2298 25172 4.6占
･昭和5年 1074 527-9 4.92
10 1057 52占9 4.98
15 1008 5187 2559 2ム28 5.15
22 1252 dddd .5227 5459 5,52
25 1250 占597 5227 5570 5.28
55 1482 占524 5215 5509 4.40
54 1257 占449 5161 3288 5.21
55 1210 5884 2865 5019 4.86
56 1220 占254 50Sd 5178 5.ll.
58 1205 5占62 2766. 289占 4.70
阿哲郡の世帯数 衷 2- 2
世帯数 総人口 男 女 -世帯当b人口
明治40年 8748 47862 24245 25617 5,47
大正 1年 9827 48459 24254 24205 5ー31
5 8tIO占 48758 24d5d 24102 5.55
9 9247 45251
14 9占67 477?5 242.97 25496
昭和5年 10046 ニ0725
1D 10152 51149
22 11929 65627 5157占 52251
25 12059 65058 52412 52647










昭和の初期に於ては (H折口9年) (衷 2--5)に上ると東夷が全産業就業人口の 8占





o 阿哲郡内の産燕別人口耕成 表 2- 5
55年 22年 9年 5年
全 産 業 5018 50,450 25.542 25,859
良 林 菜 2250 75.89 22.825 74.95 -20,755 85_85 19.469 75.29
鉱 弟 12 452 87 74
建 築 工 業 70 2.41 545 1.78 1.425 5.6 2.185 8.4
商 業 金 徴 発 215 7.05 90占 2.98 1,522 5.21 1.984 7.5
.運 輸 通 信 菜 101 5.54 1.597 J1ー58 569 1,4.5 564 2.18
電繋ガス水道業 5 55
サ ー ビ ス 業 207 525








〇 千 子 の 適 婚 軸 索 2- 4
A - ft: 荊 二 代 第 三 代
栗 田 大 井 神 郷 庄 原 大阪 4件
業 田 西 方 旭 刑 部 奈良 東京 栗田
野 馳 桑 本 大 タ キ 同山 2座
(備考) 干子での聴 き取 b調査を纏めたもの
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25 51 55 38.
出 生:故 '1868 451 439 505
出 生一 事 16.5 12ー9
死 亡 か tI85 240 255 2.55
. 死 亡 .翠 ?_4 8.8
I.自然増加薮 128 191 1_84 ll.7
自然増加率 a.8 4.1 .
乳 児死亡数 I: 128 1L2 28 ll
_.乳児死亡奉 59,2 29.7










表 2- ム 転入転~出者故
目5 0 '転入者総数 転出者抵政 社会増減6■25 756 こゝ 111
5 5 699 1.207 ∠ゝ 505
荘 広島県東城町合併 10周年記念
｢町粛軍覧｣ 840年










_也 .生 数 一 さ6~9 522 202
輿 205 179 109
女 164 143 95
死 亡 数 175 209 149
男 8.0 125 日日
. 女 95 ー 86■ 81







の変化によるものであろう｡昭祁 50年から55年までの 5年間に比べて.暗和 55年から
40年の 5年間の方が圧倒的に敵城 しているの(.i,昭和 35年の経済横道の変化によるもの
tK:外をら丑いてあろうo次に秘薬盛家.境一粒兼集出家は減少しているが.第二種兼軸 家
は昭和 50年に比して昭和 40年には.ほほ倍になっているo耗二稚兼業鹿家戸数の総数に











表 2- 8 比婆郡における耕地面積別廃家戸数
＼ 総数 0.5AAW 一.ユ 5-0.1 1D～15 15-2 2【トー 252.5ん山 ト 専英 1種栄菜 第2滴i兼業
50小奴 5可 4 542 100 219 198 25L 2 8 145 548 51
557 92 195 199 47 4 105 5占2 71
15 7 165 7 7 19 8 51 9
50A 456 56 20tl 150 22 2 2 151 2占5 40
35幡 458 4d 17.7 158 45 125 250 65
50田 555 占5 159 119 12 4 2 lld 222 175蘇 4 49 dO 4 2 ll 98 6 2544 0 8 57 74 05 58l
55∴城 454 170 187 84 ll 90 258 126
40 421 156 1dtl 75 18 5 占6 19ー 1占4
50帝 50ナ 62 167 75 7 5 ′ 54 245 50
55釈 507 48 15二.l 7占 ll 2占 24占 55
4 28ー 45 29 6 30 29 ･ 18 42
5CL久 205 51 lob 41 5 2 1 55 130 20
55代 199 4d 98 51 4 42 122 55
40 19 7 85 占0 8 占 07 5
50釈 14占 55 79 51 1 51 95 22
55坂 4ー5 55 75 58 1 5占 91 18
40 156 55 51 45 7 2占 7〔) 40
50ノゝ 2.419 527 1.119 占89 82 2 14 59占 7,550 275
｢ー 55計 2'.429 525 1.051 755 150 8 519 1.555 575
cf 広島県東城町合併 10周年記念 r叶 勢蛋乾｣ 6i40年
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表 2- 9 比婆町の人口
51 4.52とl 21.822 5.D4
52 4.571 21.d92 4.9ム
55 4.597 21.215 4,82
54 4.444 21,127 4.75
55 4.458 20,792 4.48
37 4.554 20,468 4.fit
58 Ll.518 19.877 4.4ロ
59 4.515 19.5?8 4.29



















表 5- 1 役肉牛の変避 (単位 千頭)
鹿 宮 舶 広 岡
児




? ? ? ? ? ? ????? ?
兵 大 .長 福 山 岩
館~ 分 崎 島 口 手
167 1〔)5 115 105 ,98
???? ?
J11 12とi 102 1口1
115 114 99 85
10ム 105 98 占9
99 89 占9 ム2
115 92 ()9 62
107 92 85 78 7占 d2
105 99 87 t11 74 占7
95 95 86 8d dd 69
80 78 74 77 占1 占5
68 69 69 58 55 54
56 70 占5 58 54 57
(日本国勢図会よb)
わが国の牧牛の一般的傾向についてみると投肉牛頭故は 1955年- 196占年まで毎





















































































































菜 5- 5 労働力桝成
良 ※ 虚業以外 計刀 女 盟 女
1占一25 5 つ 5
2ム-55 2 5 2 9
56-45 5 5 6
46一一55 1 4 1 a
SdJ.-66 ⊃ 5 1 7
66一､- 1 4 5







が 4D- 50帝.牧苗 ･森林依存率




済規模 (内 水稲作鮭督規模 0.9ん)
をもち,更にそれを上回る蕃畜 ･森
林収入が得られるために丑かな安定
襲 5- 4 各縫家の経営規破
良 家 田仮)畑 (反) 森林面 ｢
1 12 0.5 4
2 i 2 8
5 10 2. 占
4 9.2 2 i_5
5 9 2 15
6 9 1~ 57
7 6 1 5.5
8 9 2.7 0.45















表 5-5 座作物 ･和牛･木材の
販売収入の割D合い
;良 家 凸作鯛 和牛的 木材㈱
1 50 50 t 40
2 20 79 1
5 5〔) 4D I 10
4 SCI 40 5 0
5 20 50 5 0
6 l 40 ･ 50 10
7 4D 40 20




















表 5- d 各良家 の綱 車蘇教
概 前 (810l身 戦 後 (625-850) ー ･現 在 (840--45)
当 2 5l 4 計 日当 2 5 4 計 勾箱当 2 5 4 計 El#
11 牡l 5 I1 牡 5 1 5 牡 7 5
永 2 牝Z 牝4
2 1 1 1
5 2 5 2 2 5 2 4 9 4
5 5 5
4 4 1 4 ? 2 2 5 5 ー 4 3
5 2 4 2 2 2 1 2 2 4
占 3 8 5 5 5 2 4 4 4
7 2 5 5 2 6 2 4 9 4
1 ー 4 5
8 1 2 1 1 2 1 1 ヱ 1
11 1
ソ 5 5 12 4 1 4 2 4 5 5
6 7J ',































































































チッノ｣ ,ドラム,I-カー,ロータリー スタ リー y,テーブル式帯 1コ.スラッシャー
(各 1台).トラック (2t, 占t各 1台)
ロ.生産工程





･碑席 ･･｡男子 2人 (工場長.運転手)
J
｡臨時 - ･弟子 2人 I
女子 5人





































































尚和合は,不慮の災寄 .tX腔 に備えて米や粗を備著したD,個人に 1年限Dの貸付けを行
なったbしていたが,現在は.公共S僕 等に対する寄附行あを行をっているだけであるo
B 蘭画町
哲西町の総両横の85.5車が林野であり.林地 26120Aa.竹林 ･その他 252Ddんであるo




衷 4- 1 保有膨僚別森林 両横
区■~一,pJB介●別 立 木 地- 無立木地 竹 林 合 計 人 ｣_林 率人工林 天然林 膏† 伐- 控 孟 面 横両 横 苛 税 両 所 柿 面 戦 昔 横
国有林 5q5止 4857J 10ka2699mJ 515ka51∩77m 515Aa 98%
海人 1245 2561占 5906(15や125889 514i(5.9 151505 55 4 ▲ 55 5245･(15や 24
私有柿会社社寺 95 772 96 2541 189 5515 1 19D 4.9
'4002I(15う
小計 1556 2占588 400265i)12と川50 5558(1う 154818 55 4 58 5455(11) 25:
合 計 1841 7476占 40ー2(15う151129 5855Qや 205895 35 4 5占 5948恒か.:.il:車
(注) (1)( )内は入会林 (2) 哲西町森林組合兵科.による
175-
′ ■
表 4- 2 哲西町林産物の生産及造林実額
Ll i 巣材 ｣_空 木炭 樹首 しレ1たVT ■垂 蔓廼 璽竺 ]
1dOOLiy 1400kg 25▲a 8LTN'.a
5470 ,540 27 .57
(荏) 哲西町森林組合焚料による
(1)干子の分収造林








4つ多,労務鐘状者 dD東というIDが普通である｡干子の出休分収造林には,千 千 部落 7人
と市岡の人が数人参加している｡団体分収造林のI,q魁 三となるのに.特別なft格制限壮なく.
聴豊者全員が参加出来る｡そのかわfJ.参加者に比租机 下草刈.かづら切り,下枝打ち寺




売却は事業主が相談して決めるが,売却価格は, 40年物 (底径8寸)で立木状態で 1本
dO00-7000円とのj1-である｡現在造林したものが.-ltとせった収入として組合員の手許
に入るのは 40年後ということになるが.労臥乃の提供などで 40年間たえられない場合eri,






























一5:i.1戊している51戸が21113を栽培している0 1- 2反の栽培奴家は相当数も9, 1反当
り50本の菜の木を稚えているo栽培面積は,昭和 55年から毎年大幅を増加を示している｡
表 4- 5に結 59年までしかないが,その後も林菜構造改善によi),大嶋夜樹加を示してい
るとのことであるo
-77-
表 4- 3 粟栽培 の 状 況
＼ 栽培両税 丹 沢 伊 吹 集 汲 # # 利 平 * # 計
B55 8.9▲4 610本 540本 590本 118本 ?6* 1.924本
54 7.0 820 720 820 2560
57 12.0 1725 641 2096 182 54 4占78
呈8 14.1 2545 898 2592 5655




衷 4- 4 作東 カ レ ンダ -
仕 票 (仕 吉 (士寺 (イ上音 十電 ′~ヽ仕 造 (-施
* 杏 .凍出-91tj.如 -E]_df薬'TJ一山邪 打 菜十の 秦 琳 林 幼 肥









































































































































































































































































































































ルといえる｡前者は高さ50m 桓 65tD.奥行 18mで,後者は高さ 8m.幅 18m,興行
70mである0









2.5万分の 1地形図によると,当地城に(r15つの ドリー ネか判統されるが,この巡検では
7つは確認できJた｡その各々について的単作述べてみよう｡なお政値は目測による.
O) 径 50mX50m.軟さ 10m･7)一項の漏斗状aJドリー ネでかなbの魚座をそしてかD,
松をどの租木によって衷所を碓われている｡ドリー ネの外縁部にはいくらか石灰岩が農出
している｡ (写凍 1の⑦)
⑦ 径 200mX I0Omと径 90皿× dOmの二笹になってい､る(ユ外側は大きな凶状 ドリー
-ネで内側は舌状の ドリー ネが蛾く陥没している｡一部斜面に石沢岩の虜出が見られるが
地の恥分には殆んと見当ら夜L^C,葬両は松の西木が植えられている｡ (写寅 lの②)
⑦ 径 日 .O皿× 100m.径 50m× 50皿,径5m :ゝ7mの三屈の凹地を形成している｡
ここでも石灰岩の岸出は斜面に一部見られるのみである｡寮軒は松の'd-木が租えられてい
る0月中の凹地の乾きは 4- 5mで草が幣生している｡夜かこの地点は地下 1n]任せでは
:技士でおI31われているc c等寅 1の③)



















? ? ? ? ? ? ? ?
??? ? ?? ? ?
? ?
? ? ?? ??





? ? ? ?





岱範 ･崩根 ･広也 1959
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㌣ † . ?叩レ
⑦ 径4mX5m,深さ2Jnの小さな凹地o
以上が巡検地コースに見られた 卜′リー ネであるが第 4図を参照しT3:がらこれらの配列をみ
てみエう〇まず大戸の台地の標高470tn-500mの間の傾斜のゆるやかを比敏的広い谷
の部分に分布しているOそして底面高度の一番低いOの漏斗状 ドリ-ネへ底面lES段の高い他









kT岩はウJ.I-レ化している｡つまb細側に佳 2()0mX50mの楕円形の外線と径 5m撫さ 5 zi














































地文 時代 厨 序 (横山 1959)
































D 下村彦一 ･両村I-?,tJ;助 (1959):中亀山地中央部の地形o中国山地国定公腐候補地学術 喝査
銭貨o
o '｣＼林貞一 (1950):El本地方地質悪 ･中幽地方
o 吉田栄夫 (1968):帝,I.Tt峡｡中国山地, 1988年度日本地理学会秋季大会現地村議 ‡科
(Dコース)
0 日本地名大辞典 ｢中国 ･四軌J
o 守田 傑 (1964):ウカルスト地形の研究-秋青台に封ナるドリー ネとカッレンを中心としてO
立命館文学 第255号
































はその数を増し,日嬉戦争 (1904年)から.窮一次世界大戦 (19 14年'-)頃に在銘期を











の関連にかける間周などを.広島県東城町合併 1D周年記念 ｢町勢努覧｣ (昭和 40年版)
の中から取b上げてみる｡
I
I 1占19年 (元和 5年),#府は広島藩に傭北四部の産鉄板の報告を命じた0枚可都内の
関係の村は,入江 ･′J､島原･′ト蚊可 ･上千島･内堀 ･小串｡EB鋤 ･油木の8ケ村で,全体の
産鉄衝は年間5564刃であった0






































































0 1戸当D平均水田血旗 日反 5畝 (約 85rl)
(観前払 1dJ'2反- 1町 5反であったが.,械紘D盆地改革によiJ軌少 した｡)























































によりタンク 2Oで交互(/Cス ピー ド乾放させているOここでは佐竹式という方式がとら
れ,急敵に軽快させているために品兜の患化は認められない.乾煉能力は 1時間当940
俵, 1日にすると約 5DO依であるが.42年度かここの施設を低岡したzl家畝は少75く
とb放ったぷんは 5500俵である｡ (約 1割敢)こうして早場米の出荷は 9月末日ま


















∴ - の拙出稼ぎで.冬の展開期に道路工* ･出澱工都などの土木事業に従事している｡塊菜
'L･一 経常が苦しいため)K一家をあげて広島方面に出て行くというような話はTZく,また以前
I-.




















o田 d 15 ka
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o畑 140 ka
o出家戸数 472 戸 (妓協加入良家戸歓 427戸)






























芸備線坂根駅よbiヒ- 2.5Ehfはいった山間地で現在戸数は 10の部落であるO しかし.
良家の平均収入は他の部落に比べて多いo水稲が主で畑壮自家消費用程度である○
耕地両横






































































































































































(1) 地形 と地 質
寄島町の中心部から西へ約 5払歩 くと笠岡市大島と接する寄島町鍵地区に入るO北の鉢


























卜 ＼ ＼ L
. __ニ -'lI--I_: _二二:-≡ 手篭




































表 1- 1 鏡地区 内の溜粕
場 所 】 溜 地 名 面 棟
集 束 中 菰 弛 占 畝 17歩
令 谷 前 他 5 畝 ○○


















､ 牌かに沈めると上に仙アカナタだけ浮いてくるo それを･すくい取 って畑に捨てる｡J
L 水の貴婁さと生活の知恵を一度に知らされた｡


















2.原田治郎右術門忠春 (康長元年申6月 15日 )
l
▼
原EB?→ 原mIW→ 原田TOー 原田ET
5.原田TO→ 原田GI




表 1- 2 嫁 の 出 身 地
笠 岡 市 5 人 青 鯛 郡 1 人
井 li 諸 5 qt 方 町 1
旧 :玉島 市 1 市 島 町 1
岡 山 市 1 .B 取 1
(開きと()調査上())
(3) 生 枯
当地区の全耕地面静 ま.水田約 5町.畑約20町である｡その耕地の所有繋が,なんと 20
人位と閃いてび っくりしたB極 零々細経営といえるb畑は山地の斜面を利用 し,低地の水田に






(淵 本 弘 道 )
ー 110-
2.虚 業茎 ･
寄島町は後jiを竜王山 ･針山 ･甘佐山など200爪前後の山 々に踊まれ.前方は瀬戸内海に面
していて.憤斜地がその大部分を占め.平垣地は海岸地帯及び谷あいに少し見られるのみで典型
的瀬戸内地域a)多鳥海塑農菓地域の一環を構成する姓村ないし.単段半漁村であるO








〔土地両横 〕(45-44年 )(統計年報による )単位 -.-クタ-〟
土地踏面硬 経 営 耕 地 面 頓 草地珊 林 野
計 田 畑 樹園地
表 2-2
〔遺営規模別鹿家数〕(曲集 センサスよ()) _ 卑也 :戸
～0.5ノIa 0.5- 1.0/1a 1.0- 1.5ね 1_5-2.0lIa 合 計
昭和 40年 698 92 6 - 796
昭和 45年 582 92 5 - 684
まず股家の夷態をみると,経営規模は表 2-2からわかる通 り.0,5-ククール以下に全体出
家の約88%が集中しており.しかも0.5-_/)クール末蹄の内でも5-507-ルに 451戸が
恥 仁一しているO(昭和45年 )0 1.5-ククー ル以上においては全然見られなく.一戸当()の平
均経営桝地面掛 ま0.5-ククール末瀞で非常に零細である｡





































































































































































































































































































































































































[≡ ヨ 脳 舶 彩の強い地蚊
∈ ≡ ]豊 沼篭 の掛 ､糊
E ∃ 欝 欝 のもっとも
第 1に竜王山山塊南裾の安倉は典型的半捷半漁村で. 1戸当りの耕地両横は 1-27-ルと




彩の軌 ､典諸であるOこのため 1戸当りの鹿瀬人口は 1人以下となっているo (座業的色彩の
最も弱い地域 )
第 5は この南濃地区の背後に広がるラクーン干拓水田卓壇地域から甘佐山 ･山根山塊緩傾斜
面畑作地域lこかけての腹貴地域 :経営規模も0.5- 0.4-ククー ル,1戸当 りの人数も5-5
人.農集人口率も809h/前後で施米的色彩の強い地域であるQ以上の検討から寄島町の姓業生
産の中核地域(盗泉的色彩の慮い地域 )は崖焼 ･轟 ･福井などの地域である.






















ぉける裸麦 ･甘評の裏作としてほまさにうってつけの作物であ').初掛 こ植付ナて･以臥 快甜
高温で秋季降h･が遅く.豊年 占月の収竣湖に乾決するというところが選ばれた｡
このような自治的色彩の強い作物(裸麦 ･甘硝 ).工芸作物 (除虫菊 )の成長も昭和こ入って
徐 に々後退していった Oそして.それにかわって棄タバコが栽培 (表 2-5)されてくるととも
に果樹 ･軸疲草が伸びてきたO
衷 2-5 〔土 地利 閏 の硬 化 〕(嘩計衰榎による )









細 葉の衰退したことと.現在では友禅炎田の京キ1が裸麦からシナ衷 (トラ ･フキコウ ･コウ
サギとい った品樫の原料 )の輸入に鴇行 したことによって.その需贋をなくした故である｡現
在では 自給用として.わずかながら栽培されているが.,J､滋の作付が全国的に輔少しているの
と同調して,減少 し.衰微するものと思われるL.
表 2-6〔栽培作物 ･作付面稚 .収痩屯 〕 (歳計年表による ) 単位 :a ･El?･I
栄 小 屋 裸 麦 か ん し 上
作 付 10a当l 収穣 モ実 10aI 収稜 千 10a 収穣 作付 1〔〕a 収縫
面穣 _ L)収lt J誌 作付画餅 当_)収尽 lt 作付面研 当リ収品 良 面横 当り収耽 止ー
59年 a Kg t a i{9 t a K'g t a 晦 t.占4口 .355 227 150 255 51 660 24占 161 420 1.721 725
40年(41 650 555 224 100 280. 28 590 285 168 5.60 ･1.550 560
45年(～44) 810 575 229 60 527 20 3110⊥ _ー_ 297 92 190 1,占30 510
は れ い し 上 一一
作 付面 秩 10a当りの 収 丘 収漣且
40年(～ 4`1) 108 - 118
除 虫 菊 タ バ コ






表 2-7〔果細栽培面横及び収穫丑 〕 (統計年報による) 単位 :･l-d･t
モ モ ブ ド ウ ミ カン カ キ
頚 培面親 l扶種丑 栽 培面穣 収裸足 栽培面鎌 収穣丑 栽培面 硬 収竣戟
成 囲而成 未成歯面 領 成路面凍 未成閲面 鎌
昭和 59年 4.djLa 口.8ha 24t SFla 0,9Jla 54t 18lta 40t 1朗 a 24t











































ミカンの棒掛硬 卜 早生 (わせ) (11月切-11月未収確)- ミヤガワ ･オキツ② ｣晩
生 (おくて) (11月20日～12月15-16日収種)- イL,カワ ･ノ､ヤシ⑤ -中吐 (な










表 2-8 〔飽菜 板生産 砺 ･生産性 (45年～44年)〕 (統計申掛こよる)
. 単投 ;百万円
農 業 粗 生 産 額
??? ?? ?
讐 計 作物計 米 麦 推豆いこ もく項類 守 莱 一花 工芸 にめ 乳
1
衷2-9 〔主要家畜 ･にわとり飼養怨家数 ･頑羽数〕 (統計年報による)
戸,
単位:顔
乳 用 牛 肉 用 牛 に わ と り 豚
飼養怨家敬 頭数 飼養鹿家軟 頭数 飼蛋岱家数 頭数 封責趨家数 頭数
昭和 声 頭 戸 頭 戸 (100享ゆ 戸 頭
59年 50 80 10 10 508 257 50 260




































( 渡 辺 魔 人 )
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3. 園 芸
大島の繭の海岸沿いに位置する長浜 ･正頭 ･大工の浜 ･井の砂などの地区は初島山が瀬戸内
海に迫 っているので,平地に恵まれず,わずかに傾斜のゆるやかな畑地が,海岸近くの山嘘に
-JSるだけであるC



















? ? ? ? ?
? ? ? ?
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表 5-2 〔西大畠の 菊の 出荷 先〕
北 海 道
札 噸 柳 芸
札 幌 生 花
旭 川 生 花
腐 能 生 花
火 北





富 山 生 花
福井県生 花
金 沢 花 市
石川県中央生花
北 陸 花 市
ト 福 島 生 花 束 京
福島高級鼠芸 芝 生 花
宮城野生花 京 郎
京 菰 生 花
-124~
九 州




東 洋 生 花
(狂句統)
大 阪 花 市
阪 急 生 花
西 宮 鼠 芸
メ
_′



































































LDO～500十lI1500ド .,? ＼/了1吋ノ,.イブL5×40×40 1,9吋
5×50×50
lー_ 1200→k_ 1.18rJ 一 束-1200｣











中一F上中 中~F 中下 上中下･-rlJIT: 中■下 ヒ中下 上中下 ヒ巾下 中下 -中下
l









衷 5- 5 昭和 44年 鑑 芯 照 菊 鮭荷 所 別 作付 面 接 (秤)
- 長 浜 正 頭 大工の浜 奥 吉 江 中村 .福滴 高 計
乙 女 5,512.5 758 i.745 1.100 958 210 415 8,698.5
弥 栄 910 250 190 - - - - 1,550
栢輿の華 774 250 440 - t4 196 150 1.894
寒 秀 芳 255 80 160 40 70 10 115 710
昭和の櫛 47 45 - - 25 - - ~115
初光の泉 900 8,7 990 - 900- 255 609 4,506
婁 娘 12 15 - - - - - 27
天 ケ 原 180 2 - - d87 - - ･387
永久の晦 95 75 - - - - - 170
寒 雀 - dQ,5 - - 15 - Ilo 85.5
ウインターキ グ 65 1 - - 10 - 20 110
そ の 他 50 10 55 90 100 - 50 295
表 5- 4 昭和 4 4年 度露 地鼠 集荷 所 馴 作付 面 輯 (秤)
.荷所品種 長 浜 正 頭 大工の浜 奥 吉 江 中枠 福浦 高 計
天 ケ 原 100 15 115
金 屋 26_5 97 100 ち 15 241.5
アルプス 1.5 1.5
初光の泉 81,5 119 205 う0 5 260 700.5
新 年 娘 54.5 54.5
昭和の輝 67.0 32 149
耗 力 士 17.0 85 10 90
弥 栄 28.0 75 65 166
乙 女 90.0 68 125 240 45 20 588
ウインター 27.0 50 57
東 梅 松 17 145 60 72 294
lそ の 他 45.0 745 240 120 40 25 44 1,259
ー129-
表 5- 5 昭 和 4 4年度電照菊作付面軸 (品種 ･出荷月別)
乙 女 5(I.0 614.5 507 4.554 407 5.d98,5
粍輿の華 70 1,554 525 75 70 1,894
避 秀 芳 607 105- 710
昭和の榔 9d 19- 115
初光の泉 5号2 765 _i.129 250 4.506
寒 娘 10 17 27
天 ケ 原 588 129 ち45 25 887
永久の櫛 40 11〔〕 2〔ー 170
寒 雀 55 '15 1占.5 r 85.5
そ の 他 110 95 6口 50 295
表 5- 8 昭 和 4 4年披講路菊 rF付面岱 (nTjE,種 ･出荷月別)
月別品秤＼ 9 10 1`1 12 1 2 5 4 計
天 ケ 原 100 15 115
金 星 16,9.5 47 25 211.5
アルプス 1.5 一■一■一｢ - - 1.5
初光の泉 151 54(～ 10 15.5 700,5
新 年 娘 2.5 52 54.5
･耶称の雌.花 力 士 12 75 5 ～ - 9047 102 ～ 149
弥 栄 山 45 ?5 28 166
乙 女 50 548 145 50 15 588
ウインター 12 15 5u 57
- 294" l- 274 2CJ



















三 宅 精 一
相 沢 一 正
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U.7,5山の池 小出 液 ･酬即し之助〕
-152-
(21杜氏のしくみ
･ 杜 氏 一 一済の権限の第-H･任者であり,総大将的役割
･ 蔵 人











碩 ･lt師 億 触りを杜氏の下でIrnく輔人の中の三役といい,幹部的存在であるQ職人には,
この下に経凝鉱敬により上人 ･中人 ･下人などがおり,疎人の組鰍まかなり複雑である｡ま
た,これらの砂名は地方的であり,各地によって差異があるOそして酒蔵の中では,杜氏の
指示･指妻馴こよ(),秩序正しく作米を行な って良い酒が造られるわけであるO杜氏と織人が
ともに併秀な技術をもち,お互いが団結してはじめて良い酒ができるのである｡杜氏はその
酒屋の全財産をあずかる重要な地位にあるため,一人前になるためには, 50年前後の経験
が必要であ(),杜氏になれるのは40才以上 60才という老齢の人が多かったOこれは科学
技術の進歩していない時代にはまったく経験と伝統のみにたよっていたためであるb今日で
紘,科学の進歩によ.),酒造りも樺板化がなされ,昔ほど菌姥でなくなったことと,各地区
で軌習会や研究会などが普及したことによって,10年俸鮭の経験で50才足らずでこの杜
氏の地位を得ることも可能になってきた｡一枚氏には,喪年というものはないが,普通65-
-/5才まで勤めるそうで,杜氏の平均年令は55才くらいである｡また,杜氏は自分の後継
者に血練関係者をならせるいわば世製的なものが多かったが,今日では,杜氏の後任は自分
の下の頑などから引き上げたり,杜氏組合からまわしてもらったリ,佃の癖進か らゝ腕のい
い9-1l･代師を譲ってもらう場合もあるo
杜氏が酒造場へ伴う蔵人であるが,これはその栖迩工場の規模によって多少がある｡酒造
工場の規模を示す一つのめやすとして,酒OIJしこみの工程における日じまいと半じまいとい
- 155-
うのがあるoこのことについて詳しくは,酒造()工程の所で述べることにする0日じまいの方
が工場の規模が大きく,ここでは12-15人の成人を,半じまいの工場では6- 7人の蔵人
杏,1人の杜氏が伴 っていくわけである｡しかし,蔵人のすべてを杜氏の在地から伴なってい
くわけではなく,城人の中でも頭 ･代師 ･最堪りといった役人は,その在地から伴なっていく
場合が多いが,その他の蔵人は,杜氏の勤務する潤 の付近から臨時にやとったリ,北部の成
羽 ･高梁の方の粗菓をやっている人が兼業としてや ってくる場合もある｡したがって,織元の
半数ほどが地元の人で.あとの半数は他からやとった人ということになる｡
杜氏･赫人の働きに出かける期間についてであるが,11月下旬から翌年の 5月末位までの
約 4ケ月間であるo この4ケ月間,酒戯にはいって触き通しであるが,本じこみといって酒母
のしこみが終ると.全員がいなくてもよくなるので,煽ることもできるOしかし,杜氏はもち
ろんのこと,頑 ･代師 ･敵廻りの三役は_岸t初から最後までいなくてはならない｡
杜氏 ･Tr,好人の給料であるが,かつては一期間いくらというように卿は】制であったが,現在で
は日当制が多いようであるo 大正末期を例にとってみると,当時 4ケ月一期間として,千Zj一酒
尾といわれる規模の大きい工掛 こ勤めていた倭秀な杜氏は, 1,000円位もらっていた｡普通
の杜氏で一柳間 700-830円.成人の-番下の下人でも150円位はもらっていたそうで
ある｡ 〔現役の杜氏の一人に細く〕これは当時としてはかなり高額な給料であり,当時の師範
出の教師の初任給のだいたい8倍位である｡顎在では,杜氏が日給 5,000- 5,000円.頑
が2.500-2.400円,代師が 2,200-2.508円,甑 廻り1,800-1,900円ぐらい
であるoしかし,これも節足の規模等により差異があるので一様にはいえないQこの日当の他
にit.与報酬もあるそうだDしかし,.lg一造りの出稼ぎは4ケ月間だけなので,その後が問題であ
るO田畑を所有している人は,百姓をするが,田畑のない人は失業保険にたよる他はないOこ
の失業保険は5ケ月間くれるが,いろいろ姦件があって,それにあてはまらねはもらえないC
まず酒造りに出かけた日数がたらなければもらえないし,87-d8才というかなりの高齢に
ならなければ,すぐに失光似険とはいかないO若い人は喝選安定所の推漢によって,他のILF難
所に働きに行かねばならない O
(3) 碩中杜氏の分布
輪中杜氏の分布であるが,やはl)Wu;中杜氏発祥の地と思われる･lif島と大島地区 (掛 こ正頑)
が大多数を占めるou日和45年孝之在で寄島帥こ約 70名.大k･地凶こ約40名の佑中杜氏がい
る｡寄島町の中でも,特に虎安創 蛸 を抜いて多いoそれは前にも述べたように･忠耕地のき
ゎめて少ないことと,硬秀な兜記者が出て後半の婚郵 こあたったためと思われるO同じ安貞の
-154-
